
くまもとＤＸ推進コンソーシアムについて

熊本県企画振興部
デジタル戦略局デジタル戦略推進課



（１）概要
・設立は、令和４年６月。事務局は熊本県（デジタル戦略局）
・産学行政の連携による取り組みを進めるため「くまもとＤＸ推進コンソーシアム」を設立
・ＤＸに関心・意欲がある企業、団体、大学、自治体等を対象に参加を呼び掛けている

（２）主な活動内容
①ＤＸ機運の醸成
②情報発信・情報交換
③ＤＸ推進に関する具体的プロジェクト

１ くまもとＤＸ推進コンソーシアムの設立

（１）会員数 ３２８ (令和５年１月２０日時点)

（２）参加の状況

①所在地 県内２５７、県外７０
②業 種 情報通信業７２社、サービス業６５社 製造業２４社 等

＜参考：自治体＞熊本市、八代市、人吉市、菊池市、荒尾市、水俣市、天草市、合志市、美里町、
長洲町、大津町、菊陽町、氷川町、湯前町、芦北町

＜参考：大 学＞熊本大学、熊本県立大学、熊本学園大学、熊本保健科学大学、崇城大学、東海大学

２ コンソーシアム会員の状況
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（１）ＤＸ機運の醸成

①「キックオフイベント」の開催
【日 時】 令和４年（２０２２年）７月２６日（火）
【会 場】 熊本城ホール
【参加者】 ３０６名 （現地１４１名、オンライン１６５名）
【内 容】
○講演 石角 友愛 氏（パルアルトインサイトＣＥＯ）

「いまこそ知りたいＤＸ戦略」
○事例発表 株式会社ヒサノ、熊本商工会議所
○そのほか 企業ブース出展

②「オープンイベント」の開催
【日 時】 令和４年（２０２２年）１２月２１日（水）
【会 場】 熊本城ホール
【参加者】 ２４０名 （現地１２０名、オンライン１２０名）
【内 容】
○講演 柳瀬 隆志 氏

（株式会社グッデイ代表取締役社長）
「データ活用から始めるＤＸ」

○事例紹介 RITAグループホールディングス株式会社
金剛株式会社、株式会社Lib Work

○そのほか 企業ブース出展

３ コンソーシアムの主な取組みについて
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メイン会場

グッデイ社長 柳瀬隆志氏



（１）ＤＸ機運の醸成
③「ＤＸセミナー」、「データ活用ブートキャンプ」等の開催（オンライン）
【日 時】 令和４年（２０２２年）１１月１５日（火）、１１月～全１２回
【内 容】 ○講義 ＤＸの基本的な考え方、データ活用による企業経営

データの収集・分析・改善プラン等の必要なスキルの習得

（２）情報発信・情報交換
①専用ホームページの開設

②「情報プラットフォーム」の構築
【目 的】 会員向けの情報発信、会員間コミュニティの形成、

企業マッチングを支援するツール（アプリ）を構築中 （３月開設予定）

講義の様子

３ コンソーシアムの主な取組みについて
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デジタルを使って
これからの熊本が変わる



（３）プロジェクト（ＤＸ事例の創出）

３ コンソーシアムの主な取組みについて
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（１）目 的：・ＤＸによる社会課題解決に関する参考事例の創出
・得られたノウハウや成果を、コンソーシアム会員に共有
・意欲ある企業等の支援と、県全体のDX機運の醸成につなげる

（２）実施方法：企業等からの企画提案を募集・募集 （６月１６日～７月１日）

（３）公募対象：次のすべてを満たす事業
①「くまもとＤＸグランドデザイン」の実現に資する取組み
②デジタル技術を活用した取組み
③複数の企業・団体による連携・共創の取組み

（４）事業委託：上限５００万円／１件

１ 事業概要

２ 企画提案（応募）の結果

（１）企画提案数 ３２提案・グループ （構成団体は合計93）

（２）提案の概要
①提案内容 ・防災に関するもの ５件 ・教育に関するもの ５件

・観光に関するもの ４件 ・農業に関するもの ４件
・ヘルスケアに関するもの３件 など

②提案グループ ・2社提案：15件 ・3社提案：11件 ・4社以上提案：6件



３ コンソーシアムの主な取組みについて
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３ 採択された３件の提案概要

①デジタル技術や複数データを活用した⿃獣被害の可視化【分野：農業】

◆提案グループ ㈱イノＰ、 ESRIジャパン㈱

◆実施内容 ・⾃動無⼈撮影カメラや、夜間のドローン飛行（赤外線）などによる鳥獣画像の撮影

・農家の被害情報、市町村の捕獲報告書、隠れ場となる耕作放棄地などのデータを収集

・「鳥獣被害プラットフォーム」を構築し、データを集約（関係者間でのデータ共有）

◆特 色 複数のデータ群をプラットフォーム上で統合し、関係者間で共有を図る取組み

②ウェアラブルセンシング、電子カルテなどの連携による健康データの可視化

【分野：ヘルスケア】

◆提案グループ ㈱PSP株式会社、新生翠病院、荒尾市

◆実施内容 ・スマホアプリを活用。病院の電子カルテや健診結果、お薬情報などと連携

・体重、心拍などの日々のヘルスケアデータも取り込む（健康状態の見える化）

・家族と医療情報を共有することが可能であり、遠方に住む家族の見守りにもつなげる

◆特 色 医療や健康データを統合、見える化し、荒尾市の「スマートヘルスケア」を共創

教育
ＡＩ

画像解析ドローン⿃獣
対策

地図
データ

ドローン× ×

教育
ＡＩ

画像解析
ドローンヘルス
ケア

スマホ
アプリ

医療機関
連携× ×



（３）プロジェクト（企業マッチングの支援）

①「オンラインピッチ」の実施
【日 時】 令和４年（２０２２年）１０月２５日（火）～２５日（水） （２日間開催） ３１社参加
【目 的】 企業によるデジタル技術・サービス・商品を

PRする場を提供し、これを活用したい企業と
のマッチングの機会を創出

【視聴数】 延べ視聴数：１，３１８視聴 全平均：３２視聴

３ コンソーシアムの主な取組みについて
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③ドローン、AI画像解析技術等の活用による「農地の営農状況の現地確認作業」

のＤＸ化 【分野：農業・教育】

◆提案グループ ㈱スカイマティクス、㈱岳、天草市、天草高校

◆実施内容 ・農地のドローン撮影のほか、行政データ（税、農政）との連携による、地図データの作成

・空撮画像を基にAIを活用して耕作作物を⾃動判別。（システム上でデータを可視化）

・高校において、ドローン操作及び地域課題への先端技術活用事例を授業（DX⼈材育成）

◆特 色 ドローン、ソフトウェア企業と自治体による連携に加え、学校でＤＸ人材育成も視野

教育ドロー
ン

ＡＩ
画像解析

教育× ×


